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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 
本研究は，精密な草地および放牧管理技術の構築に向けて，リモートセンシング（RS）技術
利用した（1）牧草の生産量と飼料成分（栄養価）の診断技術の開発，（2）圃場内の空間的な不
均一性の評価を行った。これまで衛星画像や航空機画像を利用した草地診断の研究例はある
が，日本のように小規模な草地では利用が困難であった。また，多くの衛星画像が搭載してい
るマルチスペクトル（MS）センサでは，雲の影響を受けやすく，草量や植被など量的な判定し
かできない等，多くの制限があった。そこで本研究では，RS技術の中でも高い波長分解能（10 
nm以下の数百バンド）を有するハイパースペクトル（HS）センサに着目し，地上 HS計測デ
ータによる波長選択型の Partial Least Squared（PLS）回帰モデルを開発することで，より高精
度にイタリアンライグラス採草地およびニュージーランド放牧地の草地診断が可能となった。
また地理空間解析を組み合わせることで，生育期間における牧草の生産量と飼料成分の面的な
ばらつきについても明らかにした。これらの成果は，精密な施肥管理および刈り取り適期を決
定する際に，有用な情報になり得ると期待される。 
論文は，全 7章で構成される。第 1章の序論と先行研究のレビューに続き，第 2章では，天
候の影響を受けない MS 分光計測による草量の推定，第 3-4 章では，HS 分光計測による牧草
の飼料成分の推定と，ニュージーランド放牧地における土壌栄養分を推定する技術の開発を行
った。これらの結果を応用して，第 5-6章では，それぞれMS・HS分光計測データから推定し
たイタリアンライグラス採草地の草量と飼料成分の空間分布を評価することで，生育期間にお
ける圃場内の面的なばらつきの大きさは，施肥によって小さくなること，空間的な分布の正し
い評価には 10 m以下の空間解像度が望まれること，を明らかにした。最後に第 7章では，研
究成果のとりまとめと将来的な課題についての展望を示した。 
 申請者は，本研究に関連して，これまでに査読付き原著論文 5篇，プロシーディング 7篇，
国際シンポジウムおよび学会報告 15篇を公表している。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
